
焼き杉

①杉板に鉛筆でしるしをつける
　
　②杉板に電動ド リ ルで穴をあける（ 職員または引率者がつく ）

　★板を抑える役を必ずつけ、ドリルは両手で持つ。
　★穴を開けたい部分がコンクリートブロックの穴の真上にくるように置く
　★板にドリルの刃先を当ててから始動スイッチを押す

④たわしで板を磨く

　 　 　 　 ★木目に沿って、 表面のすすを落とすよう に磨く 。

⑤布で仕上げ磨きをする

⑦絵付けをする
　　　　★新聞紙の上で作業をする
　　　　★杉板の木目やあじわいを残すような絵付けを♪
　　　　★好みで貝殻などをつける
　　　　★ホットボンドは出てくるボンドと先端、側面が高温になるので注意する。

⑦紐を通す

③ガスバーナーで板を焼く （ 職員または引率者がつく ）

　 ★軍手を着ける

　 ★全体（ 両面・ 側面） を黒く 焦げるまで焼く

　 ★使い終わったバーナーは必ず壁のそばに置く

　 ★バーナーの金属部が高温になるので注意する

【材料・道具】
・杉板　・紐　・ガスバーナー　・電動糸のこ　・電動ドリル　・コンクリートブロック　・ガスバーナー　
・たわし　・磨き布　・軍手　・新聞紙　・ボンド（ホットボンド）

！・実施可能人数：４０人
・活動時間目安：１２０～２４０分
・活動費：1５０円
・ドリル・バーナーを使うところには必ず職員・引率者がつくこと

光沢が出るまで磨く


